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経  済

日本版デュアルシステム
　若者を取り巻く現下の雇用失業情勢は
厳しく、高い失業率、無業者・フリーター
の増加などが社会問題化している。
　このような状況が続けば、若者本人に
職業能力が蓄積されないばかりか、わが
国の経済基盤にも長期的に重大な影響を
及ぼすことが懸念されている。
　日本版デュアルシステムは、企業にお
けるOJTなどの実習訓練と教育訓練機関
（公共職業訓練校、専修学校等）における
座学研修とを並行的に組み合わせた養成
プログラムによる訓練を通じて、若者を
実践に強い一人前の職業人に育てること
を目指した新たな人材育成システムであ
る。
　従来の職業訓練との違いは、企業が求

める能力の高度化、即戦力志向に対応す
るため、企業の現場における実習を大幅
に取り入れることにより、企業の人材
ニーズに即応することができるばかりで
なく、訓練終了後の正規雇用への移行が
期待できること、能力評価による実践力
が保証されることなどがあげられてお
り、企業にとってのメリットが大きい。
　他にも座学などの基礎的学習を教育訓
練機関で行うことによる企業側負担の軽
減、若者を直ちに正規雇用することが難
しい場合であっても、有期パート雇用等
の形態をとることにより訓練を実施しつ
つ、能力・適性を見極めることができるな
どのメリットがある。
　国は平成16年度からの導入を目指して
おり、現在、その準備が進められている。

2004／５月号　　　目　次

平成16年度組合活性化情報第２号

情
報
連
絡
員
だ
よ
り  
…
…
…
…
…
…
…　
16

　
　

業
況
、
改
善
の
兆
し

〈
今
我
が
業
界
は
〉

　
　

群
馬
県
パ
ン（
協
） 

小
此
木　

博

 
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ  
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
17

 
中
央
会
だ
よ
り  
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
18

　

・
役
員
会
を
開
催

　

・
組
合
員
の
経
営
革
新
を
支
援

 
県
振
連
だ
よ
り  
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
19

 
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー  
…
…
…
…
…
…
…　
20

◇
平
成
十
五
年
度
設
立
組
合
の
概
況
と
新
会
員
の
紹
介  
…
…
２

◇
無
料
職
業
紹
介
事
業

　
　

〜
組
合
も
届
出
で
実
施
可
能
に
〜

◇
平
成
十
六
年
度
群
馬
県
制
度
融
資  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

◇
調
査
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
10

　
　

県
内
中
小
企
業
景
況
動
向
調
査
結
果（
十
六
年
一
月
〜
三
月
）

組
合
訪
問 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
12

群
馬
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生（
同
）

 
全
国
事
例 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
13

 
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ニ
ュ
ー
ス  
…
…
…　
14

　
　

草
津
温
泉
旅
館（
協
）

　
　

館
林
織
物
連
合（
協
）

　
　

商
店
街（
振
）高
崎
中
部
名
店
街

　
　

群
馬
県
農
業
機
械
商
業（
協
）

　
　

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６



2

業
と
小
売
業
が
そ
れ
ぞ
れ
一
組
合
で
あ
る
。
平
成
九
年
度

以
降
の
業
種
別
設
立
組
合
数
を
み
る
と
、
建
設
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
と
異
業
種
組
合
が
多
く
、
一
方
、
製
造
業
と
卸
・

小
売
業
の
設
立
数
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

製
造
業
は
自
動
車
部
品
製
造
業
、
蒟
蒻
製
品
等
の
食
料

品
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
整
体
療
法
に
よ
る
療
術
業
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
で
あ
る
。
異
業
種
組
合
は
、
次
世
代

ロ
ボ
ッ
ト
の
駆
動
装
置
の
開
発
を
行
う
組
合
、
生
分
解
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
と
用
途
開
発
を
行
う
組
合
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
木
材
の
廃
材
に
よ
る
型
枠
の
開
発
を
行
う
組

合
、
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
う
組

合
で
あ
る
。
ま
た
、
今
ま
で
組
織
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

ペ
ッ
ト
・
ペ
ッ
ト
用
品
小
売
業
で
の
設
立
も
あ
っ
た
。

　

業
種
形
態
別
に
み
る
と
、
完
全
な
同
一
業
種
で
の
組
織

化
は
六
組
合
で
、
他
の
四
組
合
は
複
数
業
種
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

地
区
別
に
み
る
と
、
複
数
市
町
村
の
組
合
が
七
組
合
、

複
数
県
を
地
区
と
す
る
組
合
が
二
組
合
、
一
市
町
村
を
地

区
と
す
る
組
合
が
一
組
合
で
あ
る
。

　

共
同
事
業
面
で
特
徴
的
な
組
合
と
し
て
は
、
基
盤
技
術

の
研
究
開
発
に
対
し
て
の
補
助
事
業
で
あ
る
戦
略
的
基
盤

技
術
力
強
化
事
業
の
活
用
を
目
的
と
し
た
組
合
が
二
組
合

設
立
さ
れ
た
。

２．

企
業
組
合

　

平
成
十
五
年
度
も
、
十
四
年
度
の
設
立
組
合
数
と
同
数

の
四
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

　

設
立
組
合
を
業
種
別
に
み
る
と
、
訪
問
介
護
事
業
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

並
び
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）、
電
気
工
事
業
、
食
料
品
製

■
概　

況

　

平
成
十
五
年
度
、
本
会
が
設
立
指
導
し
成
立
し
た
組
合

数
は
十
五
組
合
で
あ
る
。
ま
た
、
解
散
組
合
数
は
十
二
組

合
あ
り
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
県
内
中
小

企
業
組
合
数
は
七
百
三
十
組
合
で
あ
る
。

　

平
成
十
五
年
度
の
設
立
動
向
を
み
る
と
、
志
を
同
じ
く

す
る
少
人
数
の
メ
ン
バ
ー
が
共
同
購
買
、
研
究
開
発
を
主

事
業
に
設
立
し
た
組
合
が
目
立
つ
と
と
も
に
、
異
業
種
間

の
連
携
に
よ
り
共
同
受
注
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
組
合
の

設
立
も
あ
っ
た
。

　

組
織
的
に
は
、
企
業
組
合
が
四
組
合
、
商
工
組
合
が
一

組
合
成
立
し
た
。
ま
た
、
林
業
事
業
の
受
注
拡
大
を
図
る

た
め
、
協
同
組
合
か
ら
協
業
組
合
へ
組
織
変
更
を
行
っ
た

組
合
が
一
組
合
あ
っ
た
。

■
組
織
別
、
業
種
別
、
地
区
別
等
の
状
況

　

平
成
十
五
年
度
に
設
立
さ
れ
た
十
五
組
合
は
、
事
業
協

同
組
合
が
十
組
合
、
企
業
組
合
が
四
組
合
、
商
工
組
合
が

一
組
合
で
あ
る
。所
管
行
政
庁
は
十
二
組
合
が
県
所
管
で
、

北
関
東
ケ
ネ
ル
事
業（
協
）が
関
東
農
政
局
、
東
日
本
手
技

療
法
振
興（
協
）が
関
東
信
越
厚
生
局
、伊
勢
崎
織
物（
工
）

が
関
東
経
済
産
業
局
で
あ
る
。

１．

協
同
組
合

　

業
種
別
で
は
、
大
分
類
で
み
る
と
異
業
種
組
合
が
四
組

合
、
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
が
そ
れ
ぞ
れ
二
組
合
、
建
設

研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
やややややややややややややややややややや
需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓
をををををををををををををををををををを

　

研
究
開
発
や
需
要
開
拓
を

目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
しししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

　
　
　
　
　
　

目
指
し
た
組
織
化
相
次
ぐ

平
成
十
五
年
度
設
立
組
合
の
概
況
と
新
会
員
の
紹
介

　

本
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
設
立
組
合
の
概
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
依
然
厳
し
い

経
済
情
勢
が
続
い
た
昨
年
度
は
、
少
人
数
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
研
究
開
発
事
業
を
展
開
し
よ

う
と
す
る
組
合
設
立
が
目
立
ち
ま
し
た
。
具
体
的
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
研
究
開
発
型
組
合
の

他
、組
合
員
の
新
事
業
分
野
へ
の
進
出
支
援
の
た
め
の
研
究
開
発
や
需
要
開
拓
を
展
開
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
組

織
別
で
は
、
引
き
続
き
創
業
型
の
企
業
組
合
の
設
立
が
相
次
ぎ
、
企
業
組
合
制
度
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
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造
業
の
四
組
合
で
あ
る
。

　

設
立
目
的
を
み
る
と
、
四
組
合
と
も
組
合
員
の
経
験
と

知
識
を
活
か
し
た
創
業
型
の
設
立
で
あ
る
。

　

特
徴
的
な
事
業
を
行
う
組
合
と
し
て
は
、
電
気
工
事
施

工
管
理
士
の
有
資
格
者
で
あ
る
現
場
代
理
人
四
人
が
電
気

工
事
一
式
を
請
け
負
い
、
法
人
が
特
定
組
合
員
と
し
て
加

入
し
て
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
仲
介
役
を
果
た
す
も
の
。
食
料
品

製
造
業
で
、
企
業
退
職
者
四
人
が
集
ま
り
、
大
手
居
酒
屋

チ
ェ
ー
ン
へ
食
品
を
供
給
す
る
組
合
で
あ
る
。
両
組
合
と

も
、
年
間
売
上
高
は
億
単
位
を
計
画
し
て
い
る
。

■
組
合
員
数
、
出
資
金
、
共
同
事
業
等
の
状
況

１．

組
合
員
数

　

組
合
員
数
で
は
、
こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
少
数
化
が

顕
著
で
あ
る
。
平
成
十
年
度
に
は
百
人
を
超
え
る
組
合
が

設
立
さ
れ
た
が
、
平
成
十
二
年
度
の
最
高
組
合
員
数
は
二

十
一
人
、
十
三
年
度
は
四
十
一
人
、
十
四
年
度
は
十
七
人
、

十
五
年
度
は
三
十
四
人
で
あ
っ
た
。
設
立
の
最
低
要
件
で

あ
る
組
合
員
四
人
の
組
合
は
五
組
合
で
あ
っ
た
。
平
成
十

五
年
度
は
、
複
数
県
を
地
区
と
す
る
組
合
が
二
組
合
並
び

に
商
工
組
合
が
一
組
合
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
設

十
五
組
合
の
平
均
組
合
員
数
は
昨
年
度
よ
り
一
・
四
人
増

加
し
、
九
・
八
人
と
な
っ
た
。

２．

出
資
金

　

出
資
金
の
平
均
額
は
一
、
九
九
三
千
円
で
、
平
成
十
四

年
度
の
平
均
額
二
、〇
八
九
千
円
よ
り
九
六
千
円
減
少
し
、

一
、
〇
〇
〇
千
円
台
に
な
っ
た
。
組
織
別
に
み
る
と
、
協

同
組
合
は
二
、
〇
五
〇
千
円
、
企
業
組
合
は
一
、
八
五
〇

千
円
で
あ
っ
た
。
協
同
組
合
と
企
業
組
合
で
建
設
業
登
録

を
取
得
す
る
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
一
組
合
設
立
さ
れ
た
も
の

の
、
総
体
的
に
平
均
出
資
金
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

３．

共
同
事
業

　

共
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
仕

事
確
保
の
た
め
の
共
同
受
注
を
メ
イ
ン
事
業
と
す
る
組
合

が
多
か
っ
た
が
、
平
成
十
五
年
度
は
四
組
合
と
少
な
か
っ

た
。
共
同
購
買
事
業
を
メ
イ
ン
事
業
と
す
る
組
合
が
三
組

合
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
研
究
開
発
型
の
組
合
が

三
組
合
で
あ
っ
た
。ま
た
、平
成
九
年
の
法
律
改
正
に
よ
っ

て
協
同
組
合
の
共
同
事
業
に
追
加
さ
れ
た
組
合
員
の
新
事

業
分
野
へ
の
進
出
支
援
事
業
を
行
う
組
合
が
六
組
合
あ
っ

た
。

　

共
同
受
注
事
業
で
は
、
地
上
権
設
定
で
住
宅
購
入
者
の

資
金
負
担
を
軽
減
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
、
住
宅
建
築
の

共
同
受
注
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
組
合
、
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
業
務
の
共
同
受
注
を
目
指
す
組
合
が
あ
っ
た
。

　

共
同
購
買
事
業
で
は
、
群
馬
県
と
栃
木
県
の
ペ
ッ
ト
関

連
小
売
業
者
が
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
購
買
す
る
組
合
、
群
馬

県
の
特
産
物
で
あ
る
蒟
蒻
製
品
の
製
造
業
者
が
凝
固
剤
を

購
買
す
る
組
合
な
ど
が
あ
り
、
大
手
企
業
や
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
共
同
事
業
を
利
用
し
て
経
営

コ
ス
ト
の
削
減
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

研
究
開
発
型
の
組
合
は
、
年
間
約
一
億
円
の
補
助
金
で

三
年
間
の
継
続
事
業
で
あ
る
「
戦
略
的
基
盤
技
術
力
強
化

事
業
」
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組
合
が
二
組
合

設
立
さ
れ
た
。
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
技
術
研
究
（
協
）
は
次

世
代
ロ
ボ
ッ
ト
の
駆
動
装
置
の
開
発
、
Ｍ
＆
Ｄ
テ
ク
ノ
研

究
（
協
）
は
次
世
代
金
型
技
術
の
開
発
を
テ
ー
マ
に
研
究

開
発
を
行
う
。
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新

会

員

の

紹

介

■
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
技
術
研
究
協
同
組
合

　
（
株
）
ミ
ツ
バ
を
中
心
に
、
中
小
企
業
総
合
事
業
団
が
公

募
す
る
基
盤
技
術
力
強
化
の
た
め
の
研
究
開
発
委
託
事
業

を
受
託
す
べ
く
組
織
化
。
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
用
小
型
・
高

性
能
サ
ー
ボ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
技
術
の
開
発
を
行
う
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

阿
久
戸
庸
夫

五
人

桐
生
市
広
沢
町
一
―
二
六
八
一

百
万
円

自
動
車
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業
、

ダ
イ
カ
ス
ト
製
造
業
他

ロ
ボ
ッ
ト
用
小
型
・
高
性
能
駆
動

装
置
の
研
究
開
発

■
Ｍ
＆
Ｄ
テ
ク
ノ
研
究
協
同
組
合

　

サ
ン
デ
ン（
株
）を
中
心
に
、中
小
企
業
総
合
事
業
団
が
公

募
す
る
基
盤
技
術
力
強
化
の
た
め
の
研
究
開
発
委
託
事
業

を
受
託
す
べ
く
組
織
化
。カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

等
の
製
造
の
た
め
の
新
た
な
金
型
技
術
の
開
発
を
行
う
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

長
島
弘
之

五
人

伊
勢
崎
市
寿
町
二
〇

百
万
円

自
動
車
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業

金
型
技
術
の
研
究
開
発

■
企
業
組
合
ジ
ャ
ス
ト
ケ
ア
ヘ
ル
パ
ー
ズ

　

訪
問
介
護
に
携
わ
る
ヘ
ル
パ
ー
ら
が
、
資
本
と
労
働
力

を
提
供
し
、
良
質
な
介
護
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て

組
織
化
。
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
質
の

高
い
公
正
な
ケ
ア
の
提
供
を
目
指
す
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

主
な
事
業

村
田
幸
司

五
人

桐
生
市
巴
町
二
―
一
八
四
九
―
一

八
十
万
円

訪
問
介
護
事
業

■
Ｐ
Ｃ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
企
業
組
合

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
に
よ
る
組

織
化
。
得
意
と
す
る
技
術
や
経
験
を
持
ち
寄
り
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
や
保
守
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
環
境
の
シ
ス
テ

ム
構
築
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
や
シ
ス
テ
ム
管
理
の
指
導

業
務
等
を
展
開
し
て
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

主
な
事
業

新
井
康
明

五
人

桐
生
市
菱
町
一
―
三
八
二
―
八

六
十
万
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

開
発
･
販
売
及
び
保
守
管
理
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

■
北
関
東
ケ
ネ
ル
事
業
協
同
組
合

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
等
の
共
同
購
買
を
行
っ
て
き
た
北
関
東

畜
犬
事
業
組
合
を
発
展
的
に
解
散
し
、
群
馬
県
及
び
栃
木

■
エ
コ
ロ
ジ
ー
テ
ク
ノ
開
発
協
同
組
合

　

異
業
種
四
社
が
持
て
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
、
生
分
解

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
研
究
開
発
を
行
う
た
め

に
組
織
化
。
組
合
員
の
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
進
出
の
円

滑
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

塚
本
昭
次

四
人

高
崎
市
倉
賀
野
町
三
五
三
七

五
百
万
円

教
養
・
技
能
教
授
業
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
製
造
業
、
梱
包
業

研
究
開
発

■
エ
イ
・
エ
ッ
チ
・
エ
ム
協
同
組
合

　

異
業
種
五
社
の
技
術
と
販
売
力
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
木
材
の
廃
材
を
利
用
し
た
新
た
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型

枠
等
を
開
発
し
て
販
売
す
べ
く
組
織
化
。
建
設
資
材
が
不

足
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
等
へ
の
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

理

事

長

組

合

員

有
賀
由
浩

五
人

県
の
ペ
ッ
ト
関
連
小
売
業
者
が
組
織
化
。
組
合
員
の
経
営

の
安
定
・
合
理
化
を
図
っ
て
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

木
村
庄
司

二
十
七
人

桐
生
市
本
町
三
―
四
―
二
九

二
百
七
十
万
円

ペ
ッ
ト
・
ペ
ッ
ト
用
品
小
売
業

共
同
購
買
、
共
同
販
売

―
設
立
順
・
敬
称
略
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■
西
群
馬
食
品
工
業
協
同
組
合

　

需
要
が
低
迷
す
る
蒟
蒻
関
連
製
品
の
製
造
業
者
ら
が
、

厳
し
い
環
境
に
対
応
す
べ
く
組
織
化
。
製
造
に
必
須
の
凝

固
剤
・
色
粉
等
の
一
括
購
入
、
委
託
業
者
に
よ
る
共
同
配

送
、
新
製
品
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

清
水
道
雄

七
人

富
岡
市
南
蛇
井
一
五
二

二
百
十
万
円

食
料
品
製
造
業

共
同
購
買
、
共
同
運
送

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

群
馬
郡
箕
郷
町
矢
原
二
二
二
三

百
万
円

木
材
・
木
製
品
製
造
業
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
製
造
業
、建
築
工
事
業
他

研
究
開
発
、
共
同
受
注

■
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
ズ
事
業
協
同
組
合

　

地
上
権
を
利
用
し
た
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
等

の
新
た
な
住
宅
建
築
販
売
形
態
を
展
開
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ

を
発
掘
す
べ
く
、
建
設
業
者
有
志
に
よ
り
組
織
化
。
提
案

型
営
業
に
よ
り
組
合
員
の
受
注
量
の
増
大
を
目
指
す
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

武
井
千
秋

四
人

伊
勢
崎
市
東
本
町
九
八
―
一

二
百
万
円

建
設
業

受
注
斡
旋
、
共
同
宣
伝

■
東
日
本
手
技
療
法
振
興
協
同
組
合

　

整
体
院
等
を
営
む
群
馬
・
長
野
・
埼
玉
・
茨
城
の
個
人

事
業
者
に
よ
る
組
織
化
。
共
同
購
買
、
共
同
宣
伝
、
教
育

情
報
事
業
等
の
展
開
に
よ
り
、
経
済
的
地
位
の
向
上
及
び

資
質
向
上
を
目
指
す

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

山
口
英
俊

四
十
六
人

高
崎
市
問
屋
町
二
―
五
―
七

二
百
三
十
万
円

整
体
療
法
等
手
技
に
よ
る
療
術
業

共
同
購
買
、
共
同
宣
伝

■
伊
勢
崎
織
物
工
業
組
合

　

伝
統
的
工
芸
品
「
い
せ
さ
き
絣
」
を
産
す
る
地
場
産
業

の
指
導
調
査
事
業
を
担
う
中
核
的
組
織
が
必
要
、
と
の
認

識
に
よ
る
組
織
化
。
指
導
調
査
事
業
の
積
極
的
な
展
開
に

よ
り
、
産
地
振
興
を
推
進
し
て
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

田
村
直
之

二
十
九
人

伊
勢
崎
市
曲
輪
町
三
一
―
一

非
出
資

絹
人
繊
織
物
製
品
製
造
業

指
導
・
教
育
、
調
査
研
究

■
ぐ
ん
ま
再
資
源
化
協
同
組
合
リ
プ
エ

　

循
環
型
社
会
に
向
け
た
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
需
要
開

拓
に
取
り
組
み
事
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
べ
く
、
異
業
種

四
社
に
よ
り
組
織
化
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
発
掘
を
行

い
な
が
ら
、
共
同
で
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

組
合
員
業
種

主
な
事
業

村
田
理
恵

四
人

高
崎
市
上
豊
岡
町
五
六
一
―
二
五

二
百
万
円

産
業
廃
棄
物
処
分
業
他

研
究
開
発
・
需
要
開
拓
、共
同
宣
伝

■
企
業
組
合
ユ
ー
フ
ー
ズ

　

企
業
経
営
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
、
ス
キ
ル
を
出
し
合
い
新

た
な
事
業
化
を
図
る
べ
く
組
織
化
。
外
食
産
業
に
お
け
る

調
理
済
加
工
食
品
や
家
庭
で
の
中
食
ブ
ー
ム
を
と
ら
え
、

惣
菜
等
を
中
心
に
製
造
加
工
・
販
売
を
行
っ
て
い
く
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

主
な
事
業

山
田
祐
八

四
人

前
橋
市
池
端
町
五
六
一
―
三

百
万
円

食
料
品
の
製
造
販
売

■
企
業
組
合
コ
ス
モ

　

電
気
工
事
管
理
技
士
四
人
と
特
定
組
合
員
と
し
て
彼
ら

を
支
援
す
る
電
気
工
事
業
者
一
社
に
よ
る
組
織
化
。
設
計

業
務
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
化
が
進
む
電
気
工
事
業
界
に
あ
っ
て
、
下

請
け
受
注
の
迅
速
化
を
目
指
す
。

理

事

長

組

合

員

所

在

地

出

資

金

主
な
事
業

長
岡
元
一

五
人

藤
岡
市
保
美
一
五
六
〇
―
一

五
百
万
円

電
気
・
電
気
通
信
設
備
工
事
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Ｑ　

特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法

人
の
無
料
職
業
紹
介
事
業
と
は
…

　

民
営
の
職
業
紹
介
事
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
大

臣
の
許
可
に
よ
る
有
料
で
行
う
事
業
と
無
料
で
行
う
事
業

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、「
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

十
人
以
上
の
構
成
員
を
有
す
る
法
人
」
が
、
構
成
員
を
対

象
に
し
て
行
う
無
料
職
業
紹
介
事
業
が
追
加
さ
れ
、
こ
の

特
別
の
法
人
に
つ
い
て
は
、
職
業
紹
介
責
任
者
を
設
置
す

る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
届
出
で
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
実
施
対
象
と
な
っ
た
特
別
の
法
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①　

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
事
業

協
同
組
合
、中
小
企
業
団
体
中
央
会
、協
同
組
合
連
合
会

②　

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
商
工
組
合
、
商
工
組
合
連
合
会

③　

農
業
協
同
組
合
法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
農
業

協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会

④　

水
産
業
協
同
組
合
法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
漁

業
協
同
組
合
、
水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
加
工
業

協
同
組
合
連
合
会

⑤　

商
工
会
議
所
法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
商
工
会

議
所
、
日
本
商
工
会
議
所

⑥　

商
工
会
法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
商
工
会
、
商

工
会
連
合
会

⑦　

森
林
組
合
法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
森
林
組

合
、
森
林
組
合
連
合
会

　

職
業
紹
介
事
業
に
お
け
る
労
働
力
需
給
の
迅
速
、

円
滑
か
つ
的
確
な
結
合
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
職
業
安
定
法
、
関
係
政
省
令
等
が
改
正
さ
れ
、

三
月
一
日
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
十
人
以
上
の
構
成
員
を
有
す
る
法
人
（
事
業

協
同
組
合
等
）
が
、
構
成
員
を
対
象
に
し
て
無
料
職

業
紹
介
事
業
を
行
う
場
合
、
届
出
で
実
施
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
組
合
等
が
行
う
届
出
等
の

手
続
き
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
紹
介
い
た
し
ま

す
。

Ｑ　

職
業
紹
介
と
は
…

　

職
業
紹
介
と
は
、
職
業
安
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
、「
求
人
及
び
求
職
の
申
込
み
を

受
け
、
求
人
者
と
求
職
者
と
の
間
に
お
け
る
雇
用
関
係
の

成
立
を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
を
い
う
。」と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

　

無
料
職
業
紹
介
事
業

　
　
　
　
　

組
合
も
届
出
で
実
施
可
能
に

〜
平
成
十
六
年
三
月
一
日　

改
正
職
業
安
定
法
施
行
〜
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Ｑ　

届
出
に
必
要
な
書
類
は
…

　

当
該
特
別
の
法
人
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労

働
局
を
経
由
し
て
届
け
出
ま
す
。

　

届
出
は
「
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
届
出
書
」

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
添
付
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書

②
定
款

③
登
記
簿
謄
本

④
役
員
の
住
民
票
及
び
履
歴
書

⑤
個
人
情
報
適
正
管
理
規
定

⑥
業
務
運
営
規
程

⑦
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

⑧
事
業
所
毎
の
施
設
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
等

Ｑ　

無
料
職
業
紹
介
事
業
開
始
以
後
の
報
告
、届
出
は
…

　

事
業
報
告
を
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
行
う
こ
と
が
必

要
で
、
前
年
度
に
お
け
る
職
業
紹
介
事
業
の
状
況
を
「
特

別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
」
に
よ
り
、
都
道

府
県
労
働
局
に
提
出
し
ま
す
。

　

届
出
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、「
特
別
の
法
人
無
料

職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
提

出
期
限
は
、
変
更
に
係
る
事
実
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
十
日
以
内
（
職
業
紹
介
責
任
者
に
係
る
変
更
に

つ
い
て
は
三
十
日
以
内
）
で
す
。

Ｑ　

特
別
の
法
人
が
備
え
付
け
る
べ
き
帳
簿
書
類
は
…

　
「
求
人
・
求
職
管
理
簿
」
の
備
え
付
け
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
書
面
に
よ
ら
ず
必
要
事
項
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
記
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
す
方
法
等
直
ち
に

必
要
事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
か
つ
写
し
を
提
供
し
う
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
れ
ば
足
り
ま
す
。
保
存
期
間
は
完

結
後
二
年
間
で
す
。

Ｑ　

そ
の
他
、無
料
職
業
紹
介
事
業
の
運
営

に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事
項
は
…

　

特
別
の
法
人
は
、
職
業
紹
介
に
関
し
次
に
掲
げ
る
事
項

を
統
括
管
理
さ
せ
る
た
め
、「
職
業
紹
介
責
任
者
」
を
選
任

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
職
業
紹
介
責
任
者
の
主
な
職
務

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
求
人
者
、
求
職
者
か
ら
の
苦
情
の
処
理

②
求
人
者
、
求
職
者
の
個
人
情
報
の
管
理

③
求
人
、
求
職
の
申
込
み
の
受
理

④
求
人
者
、
求
職
者
に
対
す
る
助
言
・
指
導
並
び
に
職
業

紹
介
事
業
の
業
務
の
統
括
・
改
善

⑤
職
業
安
定
機
関
と
の
連
絡
調
整

Ｑ　

職
業
紹
介
責
任
者
に
な
る
に
は
…

　

無
料
職
業
紹
介
事
業
の
事
業
所
に
な
る
に
は
、
職
業
紹

介
責
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書
類

の
提
出
に
先
立
っ
て
、「
職
業
紹
介
責
任
者
講
習
会
」
の
受

講
が
必
要
で
す
。
講
習
会
は
厚
生
労
働
省
の
指
定
し
た

（
社
）全
国
民
営
職
業
紹
介
事
業
協
会
が
年
間
を
通
じ
て
計

画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
協
会
が
行
っ
て
い
る
職
業
紹
介
責
任
者
講
習

（
新
規
の
場
合
）
の
日
程
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

定
員
に
よ
り
締
め
切
り
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
開
催
日
・
会
場
（
東
京
会
場
）
等

　
﹇
開
催
日
﹈

　

・
平
成
十
六
年
七
月
十
五
日
（
木
）

　

・
平
成
十
六
年
七
月
二
十
九
日
（
木
）

　

・
平
成
十
六
年
九
月
二
日
（
木
）

　
﹇
開
催
会
場
﹈

　
　

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
二
―
六
―
二

　
　
　
　

財
団
法
人
日
本
教
育
会
館
八
階「
第
一
会
議
室
」

　
﹇
会
場
電
話
番
号
﹈　

〇
三
―
三
二
三
〇
―
二
八
三
三

�
講
習
時
間　
　

九
時
〜
十
八
時

�
講
習
内
容

・
職
業
紹
介
の
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
、
紹
介
あ
っ
せ
ん

の
方
法
等
に
つ
い
て

・
社
会
経
済
情
勢
、
関
係
法
令
の
動
向
及
び
民
営
職
業

紹
介
事
業
制
度
に
つ
い
て

・
労
働
基
準
法
等
に
つ
い
て

・
人
権
問
題
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

・
民
営
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
申
請
と
諸
手
続
に
つ
い

て

�
受
講
料　
　

八
千
円

�
受
講
申
込
方
法

　

開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
所
定
の
受
講
申
込
書
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
提
出
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
場
合
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
講
習
会
案
内
」

よ
り
直
接
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

☆
当
日
講
習
終
了
後
に
受
講
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

☆
有
効
期
間
は
五
年
間
で
す
。

＊
受
付
窓
口
：
群
馬
県
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

（
電
話
〇
二
七
―
二
一
〇
―
五
〇
〇
七
）
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設
備
資
金
の
充
実
を
図
り
設

備
投
資
を
促
進

◆
中
小
企
業
設
備
支
援
資
金
の
制
度
改
善

　

平
成
十
六
年
度
に
限
り
、
融
資
利
率
を

二
・
七
％
か
ら
二
・
五
％
に
引
き
下
げ
る
。

◆
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
適
合
枠
の
創
設

　
「
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
で
定
め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対

応
し
た
整
備
基
準
に
適
合
す
る
店
舗
、
工

場
等
を
新
築
・
増
改
築
す
る
場
合
に
は
、

当
資
金
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
中
小
企

業
設
備
支
援
資
金
に
比
べ
融
資
限
度
額
及

び
融
資
利
率
が
優
遇
さ
れ
ま
す
。

【
融
資
限
度
額
】　

一
億
円

【
融
資
期
間
】　

十
年
以
内

【
融
資
利
率
】　

年
二
・
三
％
以
内

※
県
保
健
福
祉
事
務
所
に
対
し
て
融
資
用

適
合
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
宿
泊
施
設
整

備
資
金
の
創
設

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
大
会
参
加
者
が
利
用
す

る
宿
泊
施
設
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
旅

館
業
者
等
を
対
象
と
し
た
資
金
を
創
設
。

【
融
資
限
度
額
】　

八
千
万
円

【
融
資
期
間
】　

十
年
以
内

【
融
資
利
率
】　

年
二
・
三
％
以
内

　

中
小
企
業
設
備
支
援
資
金

…
年
二
・
五
％
以
内

　

そ
の
他
の
資
金　

…
年
一
・
九
％
以
内

《
緊
急
経
営
改
善
資
金
》

【
対
象
資
金
】

県
制
度
融
資
（
同
一
資
金
に
よ
る
借
換

え
の
対
象
と
な
る
資
金
を
除
く
）

【
融
資
限
度
額
】

　

対
象
と
な
る
県
制
度
融
資
の
利
用
残
高

【
融
資
期
間
】　

十
年
以
内

【
融
資
利
率
】　

年
一
・
九
％
以
内

《
借
換
制
度
の
利
用
対
象
者
》

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者

①
最
近
六
ヵ
月
又
は
三
ヵ
月
の
売
上
高

が
、
前
年
、
二
年
前
、
三
年
前
の
い
ず

れ
か
の
同
期
と
比
較
し
て
五
％
以
上
減

少
し
て
い
る
。

②
最
近
六
ヵ
月
又
は
三
ヵ
月
の
粗
利
益

が
、
前
年
、
二
年
前
、
三
年
前
の
い
ず

れ
か
の
同
期
と
比
較
し
て
五
％
以
上
減

少
し
て
い
る
。

③
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
三
項

第
六
号（
破
綻
金
融
機
関
等
と
の
金
融
取

引
）に
該
当
す
る
旨
の
認
定
を
市
町
村
か

ら
受
け
て
、信
用
保
証
協
会
の
経
営
安
定

関
連
保
証
を
利
用
で
き
る
こ
と
。

※
一
部
の
資
金
で
借
換
え
の
対
象
と
な
ら

な
い
資
金
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
県
庁
商
政
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

◆
借
換
制
度
の
継
続
実
施

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
一
定
条
件
の
下
、

短
期
資
金
を
除
く
全
て
の
資
金
で
の
借
換

え
を
継
続
し
て
実
施
し
、
過
去
に
借
り
入

れ
た
県
制
度
融
資
を
借
り
換
え
る
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
者
の
返
済
負
担
を
軽
減

す
る
。

《
同
一
資
金
に
よ
る
借
換
え
》

【
対
象
資
金
】

小
規
模
企
業
事
業
資
金
、
中
小
企
業
設

備
支
援
資
金
、
経
営
強
化
支
援
資
金
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
、
小
口
資
金

【
融
資
限
度
額
】

　

対
象
と
な
る
県
制
度
融
資
の
利
用
残
高

【
融
資
期
間
】

　

小
規
模
企
業
事
業
資
金　

…
六
年
以
内

　

そ
の
他
の
資
金　
　
　
　

…
十
年
以
内

【
融
資
利
率
】

　

小
規
模
企
業
事
業
資
金

…
年
二
･
一
％
以
内

資
金
繰
り
・
貸
し
渋
り
対
策
の

た
め
の
資
金
の
充
実

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
充
実

　

信
用
保
証
協
会
の
経
営
安
定
関
連
保
証

や
事
業
再
生
保
証
を
利
用
し
、
様
々
な
事

業
環
境
の
変
化
に
よ
り
資
金
繰
り
に
困
窮

し
て
い
る
中
小
企
業
者
や
法
的
措
置
に
よ

り
事
業
再
生
を
図
っ
て
い
る
方
を
支
援
。

【
融
資
対
象
者
】

Ａ．
経
営
安
定
関
連
保
証
の
認
定
を
受
け

た
中
小
企
業
者

Ｂ．
事
業
再
生
保
証
の
対
象
と
な
る
中
小

企
業
者

【
融
資
限
度
額
】　

八
千
万
円

【
融
資
期
間
】Ａ．
設
備
資
金　

十
年
以
内

　
　
　
　
　
　

運
転
資
金　

十
年
以
内

　
　
　
　
　

Ｂ．
運
転
資
金　

一
年
以
内

【
融
資
利
率
】Ａ．
年
一
・
九
％
以
内

　
　
　
　
　

Ｂ．
金
融
機
関
所
定
利
率

　

平
成
十
六
年
度
は
、
貸
し
渋
り
対
策
等
の
た
め
一
部
資
金
の
融
資
枠
拡
大
や
借
換
制
度

を
継
続
す
る
な
ど
中
小
企
業
者
の
経
営
の
早
期
安
定
に
資
す
る
資
金
を
充
実
す
る
ほ
か
、

設
備
投
資
促
進
の
た
め
二
資
金
の
創
設
及
び
一
部
資
金
の
制
度
改
善
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
群
馬
県
制
度
融
資

経
営
の
早
期
安
定
に
資
す
る
資
金
を
充
実
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平成16年度制度融資の概要（平成16年４月１日現在）

期　間（年）限　度　額利率融資枠目的・使途資　金　名
設備８（６か月）
運転６（６か月）設備・運転 1,250万円3.2％

＊550億円

事業資金
無担保小口資金

設備８（６か月）
運転６（６か月）設備・運転 1,250万円3.2％事業資金

無担保・無保証人特別小口資金

設備８（６か月）
運転６（６か月）設備・運転 1,250万円2.1％220億円事業資金

無担保小規模企業事業資金

設備10（２）
設備 8,000万円2.5％

60億円
汎用的設備資金中小企業設備支援資金

設備 １億円2.3％基準適合設備�新 人にやさしい福祉の
まちづくり条例適合枠

設備12（２）設備 5,000万円
～５億円　1.7％30億円地域経済への波及効果

のある設備投資を支援
リーディング企業支援
資金

設備10（２）
運転10（１）設備・運転 8,000万円1.9％80億円売上減少・取引先倒産

等対策経営強化支援資金

Ａ　設備10（２）

設備・運転 8,000万円

A 1.9％A215億円Ａ　貸し渋り対策

セーフティネット資金
　　運転10（１）B 金融B *5億円Ｂ　事業再生資金
Ｂ　原則１年以内機関―――

所定計220億円

運転10（１）制度融資利用残高1.9％*10億円既存制度融資（政策資
金）の借換資金緊急経営改善資金

運転５か月
受付：
夏季６／1～８／31
年末11／1～１／31

運転 1,000万円
1.9％

※取扱開始
時に検討

130億円
短期運転資金
夏季60億円
年末70億円

中小企業季節資金
（夏季・年末）

運転１運転 3,000万円1.5％５億円短期運転資金売掛債権活用資金
設備15（２）
運転３  設備10（２）
運転３

設備 ３億円
転貸 2,000万円
運転 5,000万円

設2.3％
転2.7％
運2.7％

５億円中小企業組織化の推
進・組合事業の活性化協同組合等活性化資金

設備10（２）
運転５（１）

設備 １億円（工業団地
等進出の場合の土地
別枠 １億円）
運転 3,000万円

2.3％５億円地域経済活性化地域産業振興資金

設備10（２）設備 8,000万円
（増加運転資金を含む）2.3％

３億円

商業環境変化への対
応を支援商業活性化資金

設備10（２）設備 8,000万円
（増加運転資金を含む）1.9％市町村と協調融資市町村協調融資

設備10（２）
運転５（１）

設備 １億円
運転 3,000万円1.9％10億円経営革新支援・新製品

企業化支援等経営革新支援資金

設備10（２）
運転５（１）

設備 5,000万円
運転 3,000万円2.1％５億円次世代産業３分野支

援次世代産業支援資金

設備10（２）
運転５（１）

設備 4,500万円
運転 2,500万円1.7％10億円創業者支援創業者支援資金

土地15（３）
設備12（２）土地・設備 15億円

工業団地等
1.3％
その他
1.5％

40億円工業団地等への立地
促進企業立地促進資金

設備10（２）
運転７（２）

設備 5,000万円
運転 3,000万円1.9％２億円被災企業の復旧、資金

繰り支援中小企業災害復旧資金

車両10（２）車両 １億円1.65％40億円排出ガス基準適合車
購入支援

排出ガス基準適合車購
入資金

設備10（２）設備 8,000万円2.3％５億円宿泊施設整備�新 ねんりんピックぐん
ま宿泊施設整備資金

設備10（２）設備 １億円1.9％２億円宿泊施設のバリアフ
リー化推進

宿泊施設バリアフリー
推進資金

設備10（１）設備 3,000万円
（中小企業団体）
6,000万円

2.7％
６億円

従業員の福利厚生労働環境整備資金

設備10（１）2.3％市町村と協調融資市町村協調融資

設備10（２）設備 5,000万円1.9％５億円高齢者・障害者・女
性支援職場創造整備資金

注１：期間欄の（　）は、内据置期間　　注２：�新 は新規資金　　注３：＊印の資金については、預託を行わない。
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概　
　

況

　

売
上
高
と
収
益
性
を
合
せ
た
Ｄ
Ｉ
平
均

値
（
前
年
同
期
比
）
は
▲
九
・
〇
で
、
前

回
（
平
成
十
五
年
十
―
十
二
月
期
）
の
▲

一
六
・
〇
か
ら
七
・
〇
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

平
成
八
年
十
―
十
二
月
期
以
来
の
マ
イ
ナ

ス
一
桁
台
へ
と
回
復
し
て
い
る
。
一
方
、

来
期
見
通
し
で
は
▲
八
・
三
と
〇
・
七
ポ

イ
ン
ト
上
昇
、
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス
一
桁
台

と
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
は
、
前

回
の
▲
九
・
二
か
ら
一
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
〇
・
九
と
な
り
、
Ｄ
Ｉ
平
均
値

同
様
、
平
成
八
年
十
―
十
二
月
期
以
来
の

プ
ラ
ス
域
へ
と
転
じ
た
。
ま
た
、
来
期
見

通
し
に
お
い
て
は
▲
〇
・
九
と
一
・
八
ポ

イ
ン
ト
下
降
、
再
び
マ
イ
ナ
ス
域
に
転
じ

る
見
通
し
。

　

収
益
性
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
は
、
前

回
の
▲
二
二
・
八
か
ら
三
・
九
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
▲
一
八
・
九
と
な
り
、
▲
一
〇

台
へ
転
じ
た
。
一
方
、
来
期
見
通
し
に
お

い
て
も
▲
一
五
・
七
と
三
・
二
ポ
イ
ン
ト

上
昇
、
▲
一
〇
台
と
な
る
見
通
し
。

　

業
況
（
前
年
同
期
比
）
に
つ
い
て
は
、

好
転
し
た
と
す
る
企
業
が
一
八
・
〇
％
、

悪
化
が
三
〇
・
七
％
で
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
二
・

七
と
な
り
、
前
回
の
▲
一
九
・
九
か
ら
七
・

二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
▲
一
〇
台
の
前
半
へ

と
回
復
し
た
。
一
方
、
来
期
見
通
し
で
は

▲
一
〇
・
〇
と
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

▲
一
〇
台
に
て
推
移
し
て
い
る
。

　

設
備
投
資
実
施
率
は
二
〇
・
六
％
で
前

回
の
一
五
・
八
％
か
ら
四
・
八
ポ
イ
ン
ト

上
昇
、
二
〇
％
を
超
え
る
実
施
率
と
な
っ

た
。
業
種
別
で
二
〇
％
以
上
の
実
施
率
と

な
っ
た
の
は
金
属
・
同
製
品
（
二
五
・
七

％
）、
機
械
・
機
器
（
四
三
・
八
％
）、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
三
〇
・
〇
％
）
の
三

業
種
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
目
的
別
で
は

「
増
産
」が
四
〇
・
四
％
と
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
る
。

　

業
種
別
で
の
売
上
高
・
収
益
性
Ｄ
Ｉ
平

均
値
（
前
年
同
期
比
）
で
見
る
と
、
金
属
・

同
製
品
一
四
・
三
、
機
械
・
機
器
二
五
・

〇
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
二
〇
・
〇
の
三

業
種
で
プ
ラ
ス
、
食
料
品
▲
一
三
・
五
、

繊
維
・
同
製
品
▲
二
五
・
一
、
木
材
・
木

製
品
▲
二
〇
・
〇
、
紙
加
工
品
▲
二
〇
・

〇
、
窯
業
・
土
石
製
品
▲
六
二
・
五
と
五

業
種
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

来
期
見
通
し
で
は
金
属
・
同
製
品
、
機
械
・

機
器
で
プ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で

ゼ
ロ
と
す
る
他
は
全
業
種
と
も
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

景
況
天
気
図
で
み
る
と
、
全
体
で
は
六

期
連
続
の
「
小
雨
」
模
様
と
な
り
、
来
期

見
通
し
で
も
「
小
雨
」
模
様
が
続
く
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
種
別
で
見

る
と
金
属
・
同
製
品
、
機
械
・
機
器
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で「
薄
日
」、食
料
品
、繊

維
・
同
製
品
、
木
材
・
木
製
品
、
紙
加
工

品
で
「
小
雨
」、
窯
業
・
土
石
製
品
で
「
雨
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
来
期
見
通
し
に

お
い
て
は
機
械
・
機
器
で
「
薄
日
」、
金

属
・
同
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で

「
曇
り
」、
繊
維
・
同
製
品
、
木
材
・
木
製

品
、
紙
加
工
品
で
「
小
雨
」、
食
料
品
、
窯

業
・
土
石
製
品
で
「
雨
」
と
な
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

　

売　

上　

高

　

前
年
同
期
比
で
、
売
上
増
と
す
る
企
業

は
三
二
・
九
％
、
売
上
減
と
す
る
企
業
は

三
二
・
〇
％
で
Ｄ
Ｉ
は
〇
・
九
と
な
り
、

前
回
の
▲
九
・
二
か
ら
一
〇
・
一
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、プ
ラ
ス
域
に
転
じ
た
。
ま
た
、

来
期
見
通
し
に
お
い
て
は
▲
〇
・
九
と
一
・

八
ポ
イ
ン
ト
下
降
、
再
び
マ
イ
ナ
ス
域
へ

と
転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、
金
属
・

同
製
品
、
機
械
・
機
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
で
プ
ラ
ス
の
他
は
全
て
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、来
期
見
通
し
で
は
、

食
料
品
、
窯
業
・
土
石
製
品
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
他
は
、
全
て
ゼ
ロ
ま
た
は

平成16年１月－３月期

本会調査結果概要

来期見通し

（▲8.3）

16.１－３

→ 
（▲9.0）

15.10－12

→ 
（▲16.0）

15.７－９

→ 
（▲15.3）

15.４－６

→ 
（▲24.1）

15.１－３

→  
（DI平均値▲26.8）
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プ
ラ
ス
と
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
備
操
業
率
で
は
、
前
回
よ
り
上
昇
し

た
と
す
る
企
業
が
一
二
・
七
％
、
下
降
が

二
四
・
九
％
で
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
二
・
二
と
な

り
、
前
回
の
三
・
五
か
ら
一
五
・
七
ポ
イ

ン
ト
下
降
、
マ
イ
ナ
ス
域
へ
と
転
じ
た
。

尚
、
業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、
金
属
・
同
製

品
、
機
械
・
機
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

で
プ
ラ
ス
の
他
は
全
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　

収　

益　

性

　

前
年
同
期
比
で
、
収
益
性
が
好
転
し
た

と
す
る
企
業
は
一
七
・
一
％
、
悪
化
し
た

と
す
る
企
業
は
三
六
・
〇
％
で
、
Ｄ
Ｉ
は

▲
一
八
・
九
と
な
り
、
前
回
の
▲
二
二
・

八
か
ら
三
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
▲
一
〇

台
に
転
じ
た
。
一
方
、
来
期
見
通
し
で
は

▲
一
五
・
七
と
更
に
上
昇
し
、
▲
一
〇
台

に
て
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、
機
械
・
機
器
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
プ
ラ
ス
、
金
属
・

同
製
品
で
ゼ
ロ
の
他
は
全
て
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、来
期
見
通
し
で
は
、

機
械
・
機
器
で
プ
ラ
ス
と
す
る
他
は
全
業

種
と
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
特
に
、
窯
業
・

土
石
製
品
で
は
▲
五
〇
台
の
厳
し
い
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　

原
材
料
、販
売
価
格（
前
期
比
）

　

原
材
料
価
格
は
、
前
期
比
で
上
昇
し
た

と
す
る
企
業
が
三
三
・
二
％
、
下
降
し
た

と
す
る
企
業
が
ゼ
ロ
で
、
Ｄ
Ｉ
は
三
三
・

二
と
な
り
プ
ラ
ス
域
に
て
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、
窯
業
・

土
石
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
ゼ
ロ

の
他
は
、
全
て
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
価
格
で
は
、
前
期
比
で
上
昇
し
た

と
す
る
企
業
は
八
・
四
％
、
下
降
し
た
と

す
る
企
業
が
一
〇
・
七
％
で
、
Ｄ
Ｉ
は
▲

二
・
三
と
な
り
、
前
回
の
▲
一
七
・
〇
か

ら
一
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
水
面
下
で

の
動
き
が
続
い
て
い
る
。
尚
、
業
種
別
の

Ｄ
Ｉ
で
は
、食
料
品
、紙
加
工
品
で
プ
ラ

ス
、木
材
・
木
製
品
で
ゼ
ロ
と
す
る
他
は
全

て
の
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

設　

備　

投　

資

　

今
期
の
設
備
投
資
実
施
率
は
二
〇
・
六

％
で
、
前
回
の
一
五
・
八
％
か
ら
四
・
八

ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
二
〇
％
台
を
超
え
る
実

施
率
と
な
っ
た
。
業
種
別
で
二
〇
％
以
上

の
実
施
率
と
な
っ
た
の
は
、
金
属
・
同
製

品
（
二
五
・
七
％
）、
機
械
・
機
器
（
四

三
・
八
％
）、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
三

〇
・
〇
％
）
の
三
業
種
と
な
っ
て
い
る
。
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今
回
訪
問
し
た
群
馬
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

生
活
衛
生
同
業
組
合
は
、
国
家
資
格
で
あ

る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
を
擁
す
る
県
内
三
百

三
社
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
組
合
。

　

初
夏
の
陽
気
を
思
わ
せ
る
某
日
、
前
橋

市
内
の
組
合
事
務
所
に
お
い
て
、
角
田
理

事
長
、
庭
山
副
理
事
長
、
事
務
局
職
員
の

野
中
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
組
合
の
歩
み
に
つ
い
て
、
角
田
理
事

長
と
庭
山
副
理
事
長
に
伺
う
と
、「
昭
和
三

十
二
年
の
設
立
当
時
は
、
既
に
当
業
界
も

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
競
争
の
最
中
に
あ
り
ま
し

た
。
昭
和
三
十
八
年
〜
四
十
一
年
に
か
け

て
加
入
者
が
急
増
し
、
一
時
は
八
百
軒
を

超
え
る
組
合
員
を
擁
し
て
い
ま
し
た
。
二

度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
は
、
溶
剤

の
ド
ラ
イ
ゾ
ル
が
入
手
で
き
ず
大
変
苦
労

し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

近
年
、
安
売
り
店
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
な
ど
が
目
立
ち
、
環
境
は
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
る
中
で
角
田
理
事
長
は
、

「
大
切
に
仕
上
げ
た
い
衣
類
だ
け
は
専
門

店
に
持
ち
込
む
お
客
様
が
多
い
の
が
実
情

で
す
。
し
か
し
、
業
界
の
専
業
化
・
分
業

化
に
よ
る
大
量
一
括
処
理
が
進
ん
だ
こ
と

で
大
手
で
は
繊
維
の
特
性
を
無
視
し
た
処

理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の

反
動
か
ら
我
々
中
小
組
合
員
に
対
す
る
信

頼
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
当
組
合
と
し
て
も
こ
う
し
た
プ
ロ

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
に
期
待
す
る
消
費

者
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
関
係
当
局
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
衛
生
・
技
術
水
準
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
法
が
今
国
会
で
改
正
さ
れ
、
取

次
ぎ
業
務
の
み
の
経
営
形
態
も
同
法
の
適

用
対
象
と
な
る
な
ど
、
組
合
と
し
て
も
新

た
な
対
応
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
強
調
す
る
。

　

組
合
事
業
に
つ
い
て
角
田
理
事
長
は
、

「
技
術
講
習
会
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
な
ど
が
中
心
で

す
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
洗
剤
、
ド
ラ
イ

前
処
理
剤
、
洗
濯
糊
等
の
共
同
購
買
、
生

衛
公
庫
に
よ
る
設
備
資
金
の
斡
旋
、
各
種

共
済
制
度
の
推
進
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
上
州
心
洗
組
』
を
開
設
し
た
青
年
部
へ

の
助
成
等
も
不
可
欠
な
事
業
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
共
通
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
ギ
フ
ト
券
を
扱
っ
て
い
る
他
、
共
同

宣
伝
事
業
の
一
環
と
し
て
東
京
都
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
組
合
と
連
携
し
て
毎
年
春
と
秋
に
民
放

ラ
ジ
オ
局
で
放
送
し
て
い
る
『
ク
リ
ち
ゃ

ん
マ
ー
ク
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
』
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
も
重
要
な
事
業
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
た
幅
広
い
組
合
事
業
を
支
え
て

い
る
の
が
事
務
局
の
存
在
。
多
彩
な
組
合

事
業
か
ら
日
常
の
経
理
等
に
至
る
ま
で
広

範
な
組
合
事
務
を
一
人
で
こ
な
し
て
い
る

の
が
野
中
由
貴
子
さ
ん
。「
入
職
当
時
は
、

そ
の
事
務
量
の
多
さ
に
苦
労
し
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
る
が
、
今
や
組
合
執
行
部
か
ら

の
信
頼
も
厚
く
、
明
る
い
人
柄
と
も
相

俟
っ
て
、
今
や
組
合
事
務
局
に
不
可
欠
な

存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
三
人
の
方
々
の
趣

味
を
伺
う
と
、
角
田
理
事
長
は
数
々
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
入
賞
経
験
も

豊
富
な
写
真
撮
影
と
海
外
に
ま
で
遠
征
経

験
の
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
。
庭
山
副
理
事
長
は

囲
碁
と
将
棋
、
野
中
さ
ん
は
ス
イ
ミ
ン
グ

に
熱
中
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

群馬県クリーニング
生活衛生同業組合

クリちゃんマーク

野中さん、角田理事長、庭山副理事長

理
事
長　

角
田
行
雄

所
在
地　

〒
三
七
一
―
〇
〇
二
七

　
　
　
　

前
橋
市
平
和
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
番
二
十
二
号

電　

話　

〇
二
七
―
二
三
一
―
一
六
九
〇

設　

立　

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
九
日

組
合
員　

三
百
三
人

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

組合の概要
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デ
ザ
イ
ン
支
援
ソ
フ
ト
を
開
発

―
― 
京
都
府

　
「
京
都
工
芸
染
匠
協
同
組
合
」
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
誰
で
も
簡
単
に
着
物
を
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
支
援
ソ
フ
ト
を
開
発
し

た
。

　

同
組
合
が
開
発
し
た
支
援
ソ
フ
ト
「
京

友
禅
大
事
典
」
に
は
、
京
友
禅
に
実
際
に

使
用
し
て
い
る
百
五
十
四
色
の
ほ
か
、
百

四
十
三
模
様
・
配
置
パ
タ
ー
ン
十
六
点
を

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
。
利
用
者
は
、
色

や
模
様
・
配
置
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ

て
、
自
分
好
み
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
で
き

る
。

　

ま
た
、
着
物
の
初
心
者
に
配
慮
し
、
見

本
作
品
を
写
真
デ
ー
タ
で
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
着
物
に
関
す
る
歴
史
や
用
語
も
紹

介
し
て
い
る
。
最
新
技
術
で
更
な
る
新
規

需
要
を
開
拓
し
て
い
く
。

　

生
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル―

― 
北
海
道

　
「
十
勝
川
温
泉
旅
館
協
同
組
合
」
で
は
、

社
会
福
祉
法
人
清
水
旭
山
学
園
と
提
携

し
、
宿
泊
施
設
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
鶏
の

飼
料
に
し
て
卵
に
還
元
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
組
合
に
加
盟
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
七

軒
で
実
施
し
、
宿
泊
客
の
食
事
の
残
り
な

ど
の
生
ゴ
ミ
を
収
集
し
、
乾
燥
さ
せ
鶏
の

飼
料
に
加
工
す
る
。
こ
の
飼
料
を
食
べ
た

鶏
の
卵
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

や
し
中
性
脂
肪
を
低
下
さ
せ
る
「
多
価
不

飽
和
脂
肪
酸
」
が
多
く
含
ま
れ
高
品
質
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

組
合
は
こ
の
鶏
が
産
む
卵
を
買
い
取

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
施
設
の
食
事
に
使

用
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
十
勝
川
温

泉
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

学
校
の
Ｉ
Ｔ
化
に
一
役―

― 
宮
城
県

　
「
宮
城
県
電
機
商
業
組
合
」
で
は
、
県
内

の
電
器
店
を
対
象
に
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

技
能
者
の
育
成
に
乗
り
出
し
、
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
導
入
す
る
学
校
の
Ｉ
Ｔ
化
を
支
え
て

い
く
。

　

教
育
現
場
で
も
Ｉ
Ｔ
化
は
進
み
、
小
中

高
と
も
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
す
る
授
業
が
増

加
し
て
い
る
。
し
か
し
地
方
で
は
、
Ｉ
Ｔ

技
術
者
の
数
が
少
な
く
、
サ
ー
バ
ー
の
設

置
や
維
持
・
補
修
な
ど
に
あ
た
る
人
材
の

不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

電
器
店
に
は
、
電
子
機
器
関
係
の
技
能

資
格
者
が
多
い
う
え
、
照
明
修
理
な
ど
で

日
常
的
に
学
校
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
事
業
を
企
画
。
量
販
店
の
進
出

に
よ
り
経
営
が
厳
し
い
地
域
電
器
店
の
活

性
化
を
図
る
狙
い
。

　

緑
化
パ
ネ
ル
を
商
品
化―

― 
兵
庫
県

　

宝
塚
市
内
の
自
動
車
整
備
・
電
気
部
品

加
工
会
社
七
社
で
組
織
す
る
「
宝
塚
テ
ク

ノ
タ
ウ
ン
協
同
組
合
」
で
は
、
剪
定
木
を

再
利
用
し
た
屋
上
緑
化
パ
ネ
ル
を
商
品
化

し
販
売
し
て
い
る
。

　

屋
上
緑
化
パ
ネ
ル
は
、
夏
場
に
都
市
部

が
高
温
化
す
る
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
」
の
抑
止
に
効
果
が
あ
り
、
剪
定
木
を

粉
砕
・
発
酵
さ
せ
、
腐
葉
土
を
混
ぜ
固
め

た
人
工
土
壌
な
ど
で
作
る
。
高
麗
芝
の
種

を
植
え
る
と
約
二
週
間
で
土
壌
表
面
が
緑

化
す
る
。

　

原
料
は
、
市
内
の
植
木
・
造
園
業
者
か

ら
造
園
廃
棄
物
と
し
て
無
償
で
仕
入
れ
る

た
め
、
製
造
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
病
院
や
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設

を
中
心
に
販
売
し
て
い
く
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
情
報
は
、
全
国
中
央

会
が
全
国
の
組
合
等
に
関
す
る
情
報
を
収

集
・
編
集
し
た
「
地
域
組
合
情
報
」
よ
り

抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、詳
細
情
報
を
ご
希
望
の
方
は
、

本
会
情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
市
川
捷
次

理
事
長
・
組
合
員
百
十
二
名
）
で
は
、
こ

の
ほ
ど
、
草
津
町
並
び
に
町
議
会
関
係
者

や
旅
行
関
連
業
者
と
と
も
に
草
津
温
泉

セ
ー
ル
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
結
成
し
て
、
韓

国
、
台
湾
、
香
港
を
訪
問
、
観
光
関
連
機

関
に
対
し
て
草
津
温
泉
へ
の
観
光
客
招
致

に
向
け
た
広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

　

美
し
い
自
然
環
境
や
豊
富
な
湯
量
に
恵

ま
れ
た
草
津
温
泉
を
訪
れ
る
海
外
か
ら
の

観
光
客
は
年
間
約
三
万
人
。草
津
町
で
は
、

こ
れ
を
六
万
人
に
増
や
し
た
い
考
え
。

　

こ
う
し
た
町
の
意
向
を
受
け
て
今
回
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
各
地
で
観
光
関
係
者

を
集
め
て
温
泉
の
楽
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
に
よ

り
草
津
温
泉
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

　

温
泉
を
そ
の
ま
ま
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
と

し
て
表
現
し
、
草
津
を
「
温
泉
の
東
の
横

綱
」
と
し
て
紹
介
、
併
せ
て
同
行
し
た
女

将
に
よ
る
商
談
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　

訪
問
し
た
各
国
の
観
光
業
者
か
ら
は
、

国
際
電
話
で
予
約
が
殺
到
す
る
な
ど
、
同

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
非
常
に
大
き
な
成
果
を
収

め
、
今
後
の
観
光
客
誘
致
に
弾
み
を
つ
け

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

館
林
織
物
連
合
協
同
組
合（
山
口
智
正

理
事
長
・
組
合
員
二
十
五
名
）で
は
、三
月

十
五
日
、館
林
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、恒

例
と
な
っ
た
織
物
求
評
会
を
開
催
し
た
。

　

長
い
歴
史
を
持
つ
同
求
評
会
で
は
、
高

度
な
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
個
性
溢
れ
る

新
製
品
が
毎
回
多
数
展
示
さ
れ
、
織
物
関

係
者
の
み
な
ら
ず
、
多
方
面
か
ら
高
い
関

心
を
集
め
て
き
た
。

　

館
林
織
物
は
、
木
綿
の
風
合
い
を
活
か

し
つ
つ
実
用
性
を
重
視
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
製
品
が
中
心
。
今
回
も
伝
統
的
な
綿
織

物
を
主
体
に
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
味
わ
い

の
深
ま
る
渋
い
色
調
の
製
品
が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
目
玉
は
、
浴
衣
に
使
う
「
絣
の

帯
」。鮮
や
か
な
色
調
が
和
の
装
い
を
一
層

際
立
た
せ
る
製
品
で
、
同
組
合
と
し
て
も

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

山
口
理
事
長
は
、「
当
組
合
に
と
っ
て
二

次
製
品
の
開
発
が
大
き
な
課
題
。
繊
維
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
の
、

当
組
合
の
製
品
に
は
根
強
い
フ
ァ
ン
も
多

い
だ
け
に
、
今
後
と
も
求
評
会
の
成
果
を

踏
ま
え
て
、
積
極
的
な
製
品
開
発
に
取
り

組
み
、
各
方
面
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
注
目

を
集
め
て
い
る
商
店
街
振
興
組
合
高
崎
中

部
名
店
街
（
綱
島
信
夫
理
事
長
・
組
合
員

百
三
名
）
で
は
、
全
国
公
募
で
選
ば
れ
た

五
行
歌
を
旗
に
し
て
商
店
街
の
街
路
灯
に

掲
示
し
た
。
五
行
歌
は
、
季
語
や
字
数
の

ア
ジ
ア
で「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」を
Ｐ
Ｒ

草
津
温
泉
旅
館（
協
）

草
津
温
泉
旅
館（
協
）

織
物
求
評
会
を
開
催

館
林
織
物
連
合（
協
）

館
林
織
物
連
合（
協
）

英語・中国語・韓国語が併記されたパンフレット

五
行
歌
で
地
域
文
化
を
発
信

商
店
街（
振
）高
崎
中
部
名
店
街

商
店
街（
振
）高
崎
中
部
名
店
街 個性豊かな作品が勢揃い
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制
限
が
な
く
、
五
行
の
口
語
で
表
現
さ
れ

る
詩
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

地
元
の
俳
人
村
上
鬼
城
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
同

商
店
街
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
地
元
の
お

か
み
さ
ん
会
が
主
催
す
る
「
高
崎
五
行
歌

会
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
地
域
文
化
の
新

た
な
情
報
発
信
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
、「
恋
の
五
行
歌
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
小
中
学
生
を
含

め
六
千
通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、入
賞
・

入
選
三
百
五
十
点
の
う
ち
の
八
十
四
点

が
、
旗
（
縦
百
六
十
五
�
、
横
五
十
�
）

と
し
て
掲
揚
さ
れ
、
百
点
が
パ
ネ
ル
展
示

さ
れ
て
い
る
。
展
示
期
間
は
、
四
月
一
日

か
ら
五
月
五
日
ま
で
。

　

同
商
店
街
で
は
、
文
化
の
薫
り
高
い
街

づ
く
り
を
通
じ
て
、
集
客
力
向
上
と
商
店

街
活
性
化
を
実
現
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

群
馬
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
（
神

田
明
彦
理
事
長
・
組
合
員
九
十
二
名
）
で

は
、
三
月
一
日
、
前
橋
市
の
群
馬
県
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
「
購
買

品
特
別
展
示
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
、
農
業
機
械
の
共
同
購
買
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

同
展
示
会
は
、
関
係
メ
ー
カ
ー
・
商
社

の
協
力
を
得
て
、
購
買
品
の
拡
販
等
購
買

事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

当
日
は
、
日
頃
組
合
の
購
入
先
と
な
っ

て
い
る
メ
ー
カ
ー
・
商
社
三
十
社
が
一
堂

に
会
し
、
組
合
員
と
の
間
で
部
品
・
機
械

が
手
頃
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
会

場
に
詰
め
掛
け
た
多
く
の
組
合
員
と
の
間

で
活
発
な
商
談
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

同
組
合
で
は
、
購
買
事
業
の
活
用
が
組

合
員
の
経
営
に
役
立
つ
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
後
機
会
を
捉
え

て
継
続
的
に
開
催
し
て
い
く
予
定
。

　

桐
生
刺
繍
商
工
業
協
同
組
合
（
荻
野
正

男
理
事
長
・
組
合
員
四
十
二
社
）
で
は
、

平
成
十
五
年
度
、
桐
生
市
の
新
商
品
開
発

事
業
（
産
業
活
性
化
事
業
）
の
補
助
を
得

て
、
新
製
品
開
発
に
取
り
組
み
、
干
支
の

申
年
に
因
ん
だ
カ
レ
ン
ダ
ー
と
刺
繍
を
施

し
た
豪
華
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
親
子
の
サ
ル
を
刺
繍

に
よ
っ
て
愛
ら
し
く
表
現
し
た
も
の
。
Ｔ

シ
ャ
ツ
は
、
ベ
ロ
ア
生
地
を
縫
製
し
た
後

に
竜
や
花
柄
の
刺
繍
を
施
し
た
も
の
で
、

縫
い
合
わ
せ
部
分
に
も
施
さ
れ
た
刺
繍
は

高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
な
ど
、
刺
繍

産
地
の
桐
生
な
ら
で
は
の
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
る
。

　

同
組
合
で
は
、
青
年
部
を
中
心
に
こ
れ

ま
で
も
祭
半
纏
を
始
め
と
す
る
様
々
な
新

製
品
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
を
含
め
た
高
度
な
刺
繍
技
術
は
各

方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

同
組
合
青
年
部
会
で
は
、
更
な
る
技
術

の
向
上
を
図
り
、
刺
繍
の
魅
力
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

購
買
品
特
別
展
示
会
を
開
催

群
馬
県
農
業
機
械
商
業（
協
）

群
馬
県
農
業
機
械
商
業（
協
）

補
助
事
業
の
活
用
で
新
製
品
開
発

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

活発な商談が行われた展示会

高度な技術に裏打ちされた刺繍製品

商店街を彩る五行歌の旗
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３月分の報告より 情報連絡員だより

― 業況について ―
　県内のパンの生産量はこの数年伸び
悩み、特に学校給食パンは少子化の影
響で減少が続いています。中小ベーカー
リーは学校給食パンの受注比率が高く、
最近は加工賃の低迷により厳しい業況が
窺えます。市販パンでは大手が味や価格
などを上手くミックスさせ新商品を次 に々
ヒットさせるなど市場での攻勢を強めて
いますが、我 も々大手には真似のできな
い真に美味しいパンを追求し技術の研
鑽を積んでいます。

― 今後の組合事業 ―
　中小ベーカリーの強みは、何といって
も焼き上がったばかりの美味しいパンを
お客さまに提供できることです。最近は、
パンをゆっくりと楽しんでいだだくために
カフェを併設するなど、コンビニ等と差別
化を図るお店も多く見受けられます。お客
様との接点を増やすことで細かなニーズ
をいち早く掴み、商品開発に反映させて
いくことが重要です。安全衛生の周知徹
底とともにパン食普及に貢献できる事業
を展開していきたいと考えています。

群馬県パン協同組合

理事長　 小此木　 博 氏
（情報連絡員）

概　　　　　　　　　　　況景況天気図
製造業は、景況回復の気配もうかがえるが、企業間で格差が見受けられ
る。非製造業は、年度末需要の盛り上がりに欠け、売上は低調に推移し
た。全体では、緩やかながら業況に改善の兆しがうかがえる。

２月　　　　３月

�
全　　体

小麦粉は、麺用では即席麺が増加し、生・茹麺が不調。パン用は前年並
みに推移し、全体では概ね前年並み。漬物は、キムチの生産が急速に増
加傾向。酒造は、醸造酒で落ち込みが顕著、全体に売上は減少。

食 料 品

�
製　

造　

業

桐生は、和装で夏帯などが順調で前年を上回ったが、服地は依然受注が
低迷、輸出向けも減少が続く。繊維製品は、夏物の引き合いが好調なが
らも、人員削減で生産減。ニット生産は、海外から国内への回帰気配も。

繊 維 ・ 同 製 品

�
生コン出荷量は、公共工事の減少と民間工事の低迷が続き、全体的に減
少傾向で推移。コンクリート製品は、道路等公共工事の減少により売上
減。ブロックは、年度末の駆込み工事で、売上はやや増加。

窯業・土石製品

�
輸送機器関連を中心に受注は堅調に推移しており、雇用に明るい兆しも
うかがえる。鋼材価格などの上昇が続いていることに加え、引き続きコ
ストダウン要請が厳しく、全体的に収益の好転には至っていない。

機 械 ・ 金 属

�
�

原木市場は、住宅建築の低迷による需要不振から相場は安値の展開。段
ボールは、年度末需要もあって売上は増加、販売単価は依然厳しく収益
悪化。印刷も、年度末で売上はやや増加するも、官公庁からの受注は減。

そ の 他

�
取扱品により業況にバラツキが見受けられるが、全体に販売価格の低迷
に苦慮、在庫調整の足踏み状態が続く。収益も依然として厳しい。水産
物は前年実績を下回ったが、生鮮野菜は前年並みの取引で推移。

卸 売 業

�
非
製
造
業

家電は、価格低迷で売上は前年割れ。石油は、原油価格が高騰、仕入価
格上昇分の販売価格への転嫁が急務。中古車販売は、春の需要期ながら
売上減。商店街は、入学や就職の関連商品に期待するも、売上は低調。

小 売 業

�
温泉旅館は、スキー客の宿泊需要が減少する一方、卒業旅行客の増加も
あり、宿泊客数は前年並み。自動車整備は、車検の最需要期であったが
整備台数が伸びず前年並み。不動産は、賃貸仲介増加も業況は好転せず。

サ ー ビ ス 業

�
年度末の工事完成期で官公需、民需ともに受注量は少なく、全体に売上
は低調に推移。電気工事では、仕事量はやや増加の傾向も、企業間で格
差拡大。鐵構業は、鋼材の品薄で価格急騰により、確保難が見られる。

建 設 業

�
�

中国への輸出向けで食料品や機械関係の荷動きがやや活発化。一方で
ビールなどの水物は低調。年度末需要にも期待したが売上は低調に推移
し、運賃値下げ要請も散見されるなど、全体に収益は悪化傾向で推移。

運 輸 業

�

業況、改善の兆し業況、改善の兆し

� ������������������������������������
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―
― 
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

　

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
で
は
、
中
小

企
業
者
を
対
象
と
し
た
各
種
研
修
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
開
催
が
予
定
さ
れ
る
主
な
研
修

は
、
以
下
の
と
お
り
。

【
経
営
後
継
者
研
修
（
第
二
十
五
期
）】

◆
研
修
の
特
色

　

将
来
の
経
営
者
を
目
指
す
方
々
に
「
財

務
・
会
計
」「
経
営
戦
略
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」「
人
的
資
源
管
理
」
な
ど
の
経
営
実

務
の
知
識
や
手
法
を
総
合
的
、
体
系
的
に

学
ん
で
も
ら
い
、
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン

の
構
築
な
ど
経
営
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
や
戦

略
思
考
力
、
事
業
構
想
能
力
の
向
上
を
目

指
し
、経
営
者
自
ら
が
自
己
変
革
を
遂
げ
、

ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継
と
変
革
し
つ
づ
け

る
企
業
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。

◆
受
講
対
象
者

　

中
小
企
業
の
将
来
の
経
営
者
ま
た
は
経

営
幹
部

◆
研
修
期
間

　

平
成
十
六
年
十
月
四
日
〜

　
　

十
七
年
七
月
二
十
九
日（
十
ヵ
月
間
）

◆
定　

員　

二
十
名

◆
受
講
料

　

百
十
二
万
五
千
円(  
税
込
、
教
材
費
含
）

◆
申
込
締
切
日
及
び
選
考
試
験
日

◆
申
込
み
方
法

　

所
定
の
受
講
申
込
書
に
、
履
歴
書
、
健

康
診
断
書
、
入
寮
申
込
書
（
希
望
者
）
を

添
え
て
東
京
校
ま
で
郵
送

【
個
別
企
業
支
援
研
修
】

◆
研
修
の
特
色

①　

現
場
を
熟
知
し
た
講
師
が
企
業
現
場

を
直
接
訪
問
し
個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

②　

少
人
数
で
の
き
め
細
か
い
指
導
が
受

け
ら
れ
ま
す
。（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
）

③　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
課
題
解
決
手

法
を
体
得
で
き
ま
す
。

◆
受
講
対
象
者

　

経
営
者
、
経
営
幹
部
、
製
造
・
生
産
管

理
部
門
を
中
心
と
し
た
管
理
・
監
督
者

◆
研
修
期
間

　

平
成
十
六
年
七
月
十
三
日
〜

平
成
十
七
年
三
月
三
日

　

第
一
回：

平
成
十
六
年
七
月
十
三
日
〜

七
月
十
六
日
（
四
日
間
）

　

第
二
回：

平
成
十
六
年
八
月
十
日
〜

八
月
十
二
日
（
三
日
間
）

　

第
三
回：

平
成
十
六
年
十
月
十
九
日
〜

十
月
二
十
一
日
（
三
日
間
）

　

第
四
回：

平
成
十
七
年
一
月
十
八
日
〜

一
月
二
十
日
（
三
日
間
）

　

第
五
回：

平
成
十
七
年
三
月
二
日
〜

三
月
三
日
（
二
日
間
）

◆
定　

員　

十
六
名

◆
受
講
料　

十
三
万
六
千
円

◆
申
込
み
締
切
日

　

平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
必
着

「
平
成
十
六
年
度
中
小
企
業
者

研
修
」の
募
集
に
つ
い
て

コースの特色
１.企業経営に必要な実務に関する知識・手法の
ほか、経営理念やビジョンを描ける力を醸成
します。

２.『わかる』『できる』『やってみる』の３段階のス
テップで、着実に知識・手法の習得を行いま
す。

３.経営コンサルタント、学識経験者、企業家など
多彩な講師陣により様々な角度から「企業経
営」についてわかりやすくひも解きます。

４.少人数制による個別指導中心の『ゼミナー
ル』で、専門分野研究と自社の経営革新プラ
ンの策定を行います。

５．業種・業界を超えた『相互啓発』し合う生涯に
わたる人脈が形成されます。

第
一
回
目

第
二
回
目

申　

込　

締　

切　

日

平
成
十
六
年
六
月
三
十
日

平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日

選
考
審
査
日

七
月
中
旬

九
月
中
旬
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去
る
三
月
十
八
日
、
太
田
西
部
金
属
協

同
組
合
並
び
に
佐
波
郡
赤
堀
町
に
あ
る
桐

和
金
属
協
同
組
合
の
組
合
員
企
業
を
対
象

に
、
経
営
革
新
支
援
集
中
指
導
事
業
が
そ

れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
た
。

　

当
事
業
は
、
構
造
改
革
、
経
営
革
新
等

を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
組
合
及

び
組
合
員
を
対
象
に
、
そ
の
円
滑
な
遂
行

を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
継
続

的
な
指
導
行
う
も
の
。
当
日
は
、
と
も
に

五
回
目
の
最
終
指
導
が
行
わ
れ
、
今
後
の

改
善
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
確
認
が
行

わ
れ
た
。

　

十
五
年
度
は
他
三
組
合
の
企
業
に
対
し

指
導
が
行
わ
れ
た
が
、
今
年
度
も
五
組
合

等
を
対
象
に
指
導
が
行
わ
れ
る
予
定
。

ド
ラ
イ
バ
ー
共
済
の
加
入
促
進
等
に
つ
い

て
承
認
・
決
定
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
主
要
行
事
日
程

は
次
の
通
り
。

・
第
四
十
八
回
通
常
総
会

　
　

平
成
十
六
年
五
月
十
九
日
（
水
）

　
　

前
橋
市　

前
橋
商
工
会
議
所
会
館

・
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　

平
成
十
六
年
八
月
二
十
日
（
金
）

　
　

前
橋
市　

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

・
第
五
十
六
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

　
　

平
成
十
六
年
十
一
月
十
一
日
（
木
）

新
潟
市　

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

組
合
員
の
経
営
革
新
を
支
援

積
極
的
な
利
用
を
促
し
た
。

　

以
上
の
講
演
終
了
後
、
岸
会
長
が
議
長

と
な
り
、
第
四
十
八
回
通
常
総
会
に
提
出

さ
れ
る
五
議
案
を
含
め
た
七
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
「
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
書

並
び
に
収
支
決
算
書
の
承
認
」
に
つ
い
て

上
程
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
中
小
企
業
連
携

組
織
対
策
事
業
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
経

営
資
源
強
化
対
策
事
業
、特
定
指
導
事
業
、

一
般
事
業
等
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
平
成
十
五
年

度
新
加
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
新
設
組
合
の
十
四
組
合
と
協
同
組
合

か
ら
協
業
組
合
へ
組
織
変
更
を
行
っ
た
一

組
合
が
一
号
会
員
と
し
て
、
企
業
一
社
が

二
号
会
員
と
し
て
、
合
計
十
六
会
員
の
加

入
が
承
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
�
組
合
組
織
に
よ
る
多
様
な
事

業
活
動
の
展
開
�
等
十
三
項
目
を
重
点
活

動
目
標
と
し
た
「
平
成
十
六
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
」
を
は
じ
め
、「
経
費

（
会
費
）の
賦
課
並
び
に
徴
収
方
法
」、「
役

員
報
酬
」、「
借
入
金
最
高
限
度
額
」
の
四

議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り

決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
四
十
八
回
通
常
総
会
の
開
催

を
は
じ
め
、
今
後
の
主
要
行
事
日
程
及
び

　

四
月
二
十
三
日
、十
二
時
三
十
分
よ
り
、

前
橋
市
・
群
馬
県
中
小
企
業
会
館
に
お
い

て
、本
会
の
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

役
員
会
で
は
、岸
会
長
挨
拶
の
後
、議
事

に
先
立
っ
て
、今
年
四
月
の
機
構
改
革
で

群
馬
県
理
事
と
な
っ
た
寺
澤
康
行
氏
よ

り
、「
群
馬
県
産
業
経
済
施
策
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
の
中
で
寺
澤
理
事
は
、県
の
産
業

技
術
基
盤
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を

図
る
一
方
、設
備
投
資
の
融
資
レ
ー
ト
を

引
き
下
げ
、群
馬
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド

及
び
少
人
数
私
募
債
へ
の
利
子
補
給
制
度

等
直
接
金
融
の
充
実
を
図
っ
た
旨
説
明
。

雇
用
対
策
面
で
も
、若
者
の
就
職
支
援
の

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、高
齢
者
雇
用
の
た
め
の「
と
こ
と
ん

就
職
支
援
」を
開
始
し
た
旨
説
明
し
、そ
の

役

員

会

を

開

催

中 央 会 だ よ り

� ������������������������������������
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県
振
連
だ
よ
り

商
店
街
と
は
何
か
？

　

お
客
様
に
と
っ
て
は
、
商
店
街
が
振
興

組
合
で
あ
ろ
う
が
、
協
同
組
合
で
あ
ろ
う

が
、
任
意
の
組
織
を
形
成
し
て
い
よ
う
が

関
係
な
い
。
お
客
様
が
望
む
こ
と
は
「
完

結
」、
つ
ま
り
、
そ
こ
で
買
い
物
を
す
る
こ

と
で
自
分
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
型
店
と
商
店
街

　

大
型
店
は
細
か
く
計
画
さ
れ
た
店
で
あ

り
、
動
き
が
鈍
い
。
一
方
、
小
さ
な
店
は

動
き
が
早
く
、
カ
タ
チ
を
変
え
な
が
ら

残
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

商
店
街
組
織
は
細
胞
の
集
ま
り
で
あ

り
、小
さ
な
店
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
を
行
う
べ
き
で
あ
る

の
に
、
そ
の
存
在
や
事
業
を
行
う
と
い
う

こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
商

店
街
組
織
が
多
い
。
自
分
た
ち
の
店
の
売

り
上
げ
が
上
が
る
こ
と
、
商
売
に
専
念
す

る
こ
と
を
、
ま
ず
考
え
る
べ
き
。

商
店
街
が
果
た
す
機
能

　

商
店
街
が
持
つ
べ
き
機
能
は
、
買
い
物

の
場
の
提
供
と
、
買
い
物
を
し
や
す
く
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

商
店
街
に
も
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
。

①
店
が
ま
ば
ら
で
業
種
が
揃
わ
ず
、
買
い

物
の
時
間
帯
も
お
客
様
が
あ
ま
り
い
な
い
。

�
商
店
街
活
動
で
考
え
る
べ
き
こ
と

は
、
業
種
揃
え
と
商
品
作
り
、
そ
の
た

め
の
販
売
促
進
等
。

②
買
い
物
の
時
間
帯
に
は
お
客
様
が
来
る

が
、
休
日
の
集
客
は
平
日
と
同
じ
か
む
し

ろ
減
る
。

�
商
店
街
活
動
で
行
う
べ
き
も
の
は
、

顧
客
の
固
定
化
（
カ
ー
ド
事
業
な
ど
）、

共
同
の
販
売
促
進
策
、
付
加
価
値
と
し

て
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。

③
地
域
一
番
商
店
街
。
休
日
に
は
平
日
よ

り
は
る
か
に
多
く
の
集
客
が
あ
る
。

�
地
域
づ
く
り
、
立
地
と
し
て
の
価
値

を
高
め
る
方
策
、
各
種
ハ
ー
ド
面
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

今
の
自
分
た
ち
の
商
店
街
の
状
況
を
認

識
し
、
個
々
の
商
店
街
に
応
じ
た
商
店
街

活
動
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
。

外
部
と
の
連
携
に
よ
る
活
性
化

　
「
商
店
街
の
内
部
だ
け
で
の
活
性
化
は

無
理
」
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
認
識
す
べ

き
。
外
部
と
連
携
し
、
新
し
い
人
達
と
出

会
う
こ
と
に
よ
り
変
化
が
生
ま
れ
る
。

　

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
例
え
ば
連
携

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際
で
も
、「
商
店
街

を
ひ
と
つ
の
舞
台
と
し
て
、
そ
の
連
携
先

に
利
用
し
て
頂
く
」
と
考
え
、
商
店
街
が

も
っ
て
い
る
財
産
、「
場
所
」「
通
り
」
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

　

商
店
街
は
昔
か
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
存

在
で
、「
地
域
か
ら
の
信
頼
」と
い
う
点
は
、

ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
年
配
の
方
に
は
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
若
者
が
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
合
で

も
、
商
店
街
と
い
う
も
の
が
介
在
し
て
い

れ
ば
、
信
頼
感
は
増
す
。
商
店
街
が
単
独

で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
に
専

念
し
て
し
ま
い
、
売
上
に
繋
が
っ
て
い
か

な
い
が
、
外
部
と
の
連
携
の
い
い
と
こ
ろ

は
、
環
境
を
整
え
て
あ
げ
れ
ば
、
後
は
連

携
先
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
く
れ
、
商

店
街
の
人
達
は
商
売
に
専
念
で
き
る
。

　

何
よ
り
新
し
い
出
会
い
は
楽
し
い
も
の

で
あ
り
、
自
分
た
ち
に
変
化
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
も
の
こ
そ
が
、
外

部
と
の
連
携
で
生
み
出
さ
れ
る
最
大
の
価

値
で
は
な
い
か
。

　
�
ま
ち
に
商
店
街
は
必
要
か
�

〜
青
年
部
研
修
会
を
開
催
〜

通
常
総
会
の
ご
案
内

日
時　

平
成
十
六
年
五
月
二
十
八
日（
金
）

　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜（
青
年
部
）

　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
〜（
県
振
連
）

場
所　

前
橋
市
・
前
橋
東
急
イ
ン

総
会
後
、「
サ
ー
ビ
ス
の
本
質
」を
テ
ー

マ
に
作
家
野
地
秩
嘉
氏
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す

群
馬
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
青
年
部
は
、
平
成
十
一
年
の
発
足
以
来
、

　

群
馬
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
青
年
部
は
、
平
成
十
一
年
の
発
足
以
来
、

研
修
会
や
意
見
交
換
会
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
や
意
見
交
換
会
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
前
回
実
施
し
好
評
だ
っ
た

　

本
稿
で
は
、
前
回
実
施
し
好
評
だ
っ
た（
有
）

（
有
）と
も
え
産
業
情
報
の
辻
井
啓
作

と
も
え
産
業
情
報
の
辻
井
啓
作

氏
の
講
演
会
を
再
現
し
ま
す
。

氏
の
講
演
会
を
再
現
し
ま
す
。

� �����
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▼
桜
が
終
わ
り
新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
季
節
、

一
年
を
通
じ
て
一
番
良
い
季
節
で
す
が
、

反
面
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
、
総
会
シ
ー
ズ

ン
と
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
五
月
病
と
い
う
症
名
が
定
着
し
た

よ
う
に
、
周
囲
の
環
境
変
化
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
気
分
変
調
性
の
う
つ
状
態
に
陥

る
人
が
意
外
と
多
い
よ
う
で
す
。
精
神
面

の
ケ
ア
に
も
気
を
つ
け
た
い
季
節
で
す
。

▼
役
員
会
で
お
話
を
い
た
だ
い
た
寺
澤

理
事
様
は
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
、
自
分

の
危
機
予
知
能
力
を
信
じ
、
危
険
を
感

じ
た
ら
原
点
に
戻
っ
て
考
え
る
こ
と
、こ
れ

は
車
の
運
転
や
経
営
に
も
通
じ
る
、
と
い

う
こ
と
を
学
ん
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
禍
を
良
い
方
向
に
転
換
す
る
こ
と
の

意
義
を
説
か
れ
、
自
ら
の
入
院
を
機
に
禁

煙
し
た
こ
と
を
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▼
年
金
制
度
改
革
の
議
論
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
の
雇
用
の
あ

り
方
や
若
者
に
職
業
意
識
を
ど
う
植
え

付
け
て
い
く
か
が
わ
が
国
経
済
の
重
要
な

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
で
は
次
々
と
新
施
策
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
十
六
年
度
は
本
会
も
受
託

事
業
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
雇
用
問

題
、
人
材
確
保
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。
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お知らせコーナー
■
第
四
十
八
回
通
常
総
会
の
ご
案
内

―
― 
群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
第
四
十
八

回
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
も
併
せ

て
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
多
数
ご

出
席
下
さ
い
。

・
日　

時　

五
月
十
九
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜

・
会　

場　

前
橋
商
工
会
議
所
会
館

　
　
　
　
　

二
階
「
ロ
ー
ズ
」

・
会　

費　

お
一
人　

五
千
円

※
お
問
い
合
せ
は
、
本
会
総
務
課
ま
で
。

■
税
務
・
経
理
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

―
― 
群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
例
年
の
通
り
、
総
会
終
了

後
の
諸
手
続
き
に
つ
い
て
適
切
な
処
理
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
専
門
家
（
税
理
士
）
及

び
本
会
指
導
員
に
よ
る
、
税
務
申
告
書
の

作
成
・
会
計
処
理
を
中
心
と
し
た
「
税
務

経
理
相
談
会
」
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し

ま
す
。

　

お
近
く
の
会
場
に
て
、
是
非
ご
利
用
下

さ
い
。

・
日
程
・
会
場

五
月
十
二
日
（
水
）

　

前
橋
市
・
群
馬
県
中
小
企
業
会
館

五
月
十
四
日
（
金
）

　

高
崎
市
・
問
屋
街
セ
ン
タ
ー

五
月
十
七
日
（
月
）

　

渋
川
市
・
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル

五
月
十
八
日
（
火
）

　

太
田
市
・
太
田
商
工
会
議
所

五
月
二
十
五
日
（
火
）

　

前
橋
市
・
群
馬
県
中
小
企
業
会
館

五
月
二
十
七
日
（
木
）

　

前
橋
市
・
群
馬
県
中
小
企
業
会
館

・
時　
　

間　

午
後
一
時
〜
四
時（

全
会
場
）

※
お
問
い
合
せ
は
本
会
振
興
課
ま
で
。

  
訃　
　

報  

　
　

本
会
参
与
（
前
副
会
長
）

　
　
　
　
　

藤
生
啓
吉
氏
ご
逝
去

　

本
会
参
与
の
藤
生
啓
吉
氏
は
、
平
成
十

六
年
四
月
十
二
日
、
八
十
三
歳
で
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
平
成
九
年
よ
り
副
会
長
に
就
任

さ
れ
、
平
成
十
五
年
ま
で
の
三
期
六
年
に

わ
た
り
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
同
年
よ
り

参
与
に
就
任
さ
れ
、
今
日
ま
で
中
央
会
組

織
の
充
実
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
会
員
皆
様
と
と
も
に
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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〈
表
紙
絵
・
李　

志
宏 
氏
〉

五
月
の
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

五
月
十
二
日
、
十
九
日
、
二
十
六
日

１日　高付加価値製品で生き残り！～地
場産業と連携して高級布団開発～

　　☆中小企業・ベンチャー総合支援セ
ンターとは

８日　顧客と一緒に市場開拓！～イン
ターネットでブレイクしたにがり専
門店～

　　☆中小公庫による証券化支援業務
15日　顧客ニーズに応える開発と販売体

制！～耕うん機爪でトップシェア～
　　☆中小製造業者のための高度化制

度
22日　独自技術が倒産の危機を救う！～

機械部品メーカーの産学連携～
　　☆2004年版中小企業白書
29日　伝統を現代に生かす！～技術とデ

ザインで新しい博多織を目指す～
　　☆中小企業・ベンチャー挑戦支援事

業～資金とコンサルティングの両
面から事業化を支援～


